
 

 

 

物  質  名 塩化ベンジル ＤＢ－8 

別  名 
ベンジル=クロリド 
クロロメチルベンゼン 
α-クロロトルエン 

CAS 番号 100-44-7 
PRTR 番号 第 1 種 297 
化審法番号 3-102 

構 造 式 
 

 

分子式 C7H7Cl 分子量 126.59 
沸点 179℃ 1) 融点 －43～－48℃ 1) 
蒸気圧 1.0 mmHg（22℃）2) 換算係数 1 ppm = 5.18 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 2.30 3) 水溶性 493 mg/L（20℃）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 1,500 mg/kg  5)  
 マウス 吸入 LC50 390 mg/m3（2h）5)  
 ラット 経口 LD50 1,231 mg/kg  5)  
 ラット 吸入 LC50 740 mg/m3（2h）5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、15、30、62、125、250 mg/kg/day を 26 週間（3 日/週）強制経口投与した結果、

125 mg/kg/day 以上の群の全数が 2～3 週間以内に死亡し、主な死因は潰瘍を伴った重度の前

胃胃炎、心筋壊死、心臓の水腫であった。また、30 mg/kg/day 以上の群の雌で前胃に角質増

殖がみられ、60 mg/kg/day 群の雄で体重増加の有意な抑制、雌で心筋壊死、前胃の過形成の

発生率に有意な増加を認めた 6) 。この結果から、NOAEL は 15 mg/kg/day（暴露状況で補正：

6.4 mg/kg/day）であった。 
・マウスに 0、6.3、12.5、25、50、100 mg/kg/day を 26 週間（3 日/週）強制経口投与した結果、

50 mg/kg/day 群の肝臓で重度～中程度の過形成、100 mg/kg/day 群の肝臓で重度の過形成を認

めた 6) 。この結果から、NOAEL は 25 mg/kg/day（暴露状況で補正：11 mg/kg/day）であった。

・マウスに 0、107、224 mg/m3 を 14 日間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、224 mg/m3 群

の呼吸上皮及び嗅上皮で重度の傷害を認めた 7) 。この結果から、NOAEL は 107 mg/m3（暴露

状況で補正：19 mg/m3）であった。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・雌ラットに 0、50、100 mg/kg/day を妊娠 6 日目から 15 日目まで強制経口投与した結果、100 
mg/kg/day 群の胎仔で体長の有意な減少を認めたが、奇形の出現率に影響はなかった 8) 。この

結果から、NOAEL は 50 mg/kg/day であった。 
・雄マウスに 0、125、250、500 mg/kg/day を 5 日間（1 回/日）皮下注射、あるいは 0、50、100、

200、400 mg/kg/day を 5 日間（1 回/日）腹腔内投与した結果、致死量に相当する用量（皮下

注射で 500 mg/kg/day、腹腔内投与で 200、400 mg/kg/day）で精子頭部の異常の発生率にわず

かな増加がみられた 8) 。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    
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・本物質は皮膚・粘膜に対する刺激性が極めて強く、催涙性があり、多量の摂取により肺水腫、

四肢麻痺、意識喪失などを生じ、死亡することもある 9) 。 
・本物質の強い刺激性のため、6～8 mg/m3 の 5 分間暴露で軽度の結膜炎が生じ、50～100 mg/m3

では直ちに流涙や眼瞼の攣縮が起こり、160 mg/m3 では眼や鼻粘膜の刺激に耐えられない 10) 。

また、臭気閾値として 0.24 mg/m3 という値が報告されている 11) 。 
・10 mg/m3 以上の本物質に暴露された労働者で衰弱、疲れやすさ、頭痛、被刺激性の増進、睡

眠や食欲の減退、皮膚の掻痒感等の訴えがみられ、健康診断で無力症、自律神経失調症が認

められた。また、風邪やアレルギ―性鼻炎に似た呼吸器疾患、皮膚炎に罹患しやすい傾向が

みられたといった報告があるが、暴露期間等の詳細については不明である 10) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：2A （α-塩素化トルエン類との混合物として）12) 

実験動物では本物質の発がん性が認められるものの、ヒトでの本物質及びα-塩素化トルエン

類の発がん性に関しては限られた証拠しかないため、IARC の評価では 2A（ヒトに対して恐ら

く発がん性が有る）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 13) TLV-TWA 1 ppm（5.2 mg/m3）  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 15 mg/kg/day（前胃の

角質増殖）を採用し、暴露状況で補正して 6.4 mg/kg/day とし、試験期間が短かったことから 10
で除した 0.64 mg/kg/day を暫定無毒性量等として設定する。 
 吸入暴露については、マウスの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 107 mg/m3（呼吸上皮

及び嗅上皮の傷害）を採用し、暴露状況で補正して 19 mg/m3 とし、試験期間が短かったことか

ら 10 で除した 1.9 mg/m3 を暫定無毒性量等として設定する。 
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